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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年12月31日

自　2018年４月１日
至　2018年12月31日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 （百万円） 81,030 87,109 112,249

経常利益 （百万円） 2,744 3,188 3,587

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,869 2,147 2,540

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,036 1,997 2,655

純資産額 （百万円） 27,140 30,889 28,880

総資産額 （百万円） 56,326 59,844 57,688

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 230.07 245.14 310.45

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 229.96 244.92 309.77

自己資本比率 （％） 48.2 51.6 50.1

 

回次
第61期

第３四半期
連結会計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2017年10月１日
至　2017年12月31日

自　2018年10月１日
至　2018年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 89.41 91.77

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの名称を変更しており、従来の「デバイスビジネスユニット事

業」を「デバイス事業」に、従来の「ソリューションビジネスユニット事業」を「ソリューション事業」としており

ます。各事業セグメントが行う事業内容に変更はありませんが、持株会社化に伴い報告セグメントに係る算定方法を

変更しております。詳細につきましては、「第４［経理の状況］（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　また、2018年４月１日付で、当社は商号を萩原電気ホールディングス株式会社に変更するとともに、会社分割によ

り、デバイス事業を萩原電気デバイス分割準備株式会社（同日付で萩原エレクトロニクス株式会社に商号変更。）

に、ソリューション事業を萩原電気ソリューション分割準備株式会社（同日付で萩原テクノソリューションズ株式会

社に商号変更。）に、それぞれ承継いたしました。

　なお、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

 

（デバイス事業）

　2018年４月２日付で、萩原エレクトロニクス株式会社と北都システム株式会社との合弁会社である萩原北都テクノ

株式会社を設立いたしました。

　2018年８月１日付で、萩原エレクトロニクス株式会社の100％出資の子会社として、株式会社クロスベースを設立

いたしました。

 

　この結果、2018年12月31日現在では、当社グループは、当社及び当社の連結子会社10社により構成されることとな

りました。

　上記異動を反映した企業集団の状況について、事業系統図を示すと以下のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き雇用・所得環境や企業収益の改善が持続し、緩やかな

回復基調を維持しました。一方、海外経済は、米中の貿易摩擦の激化や英国のＥＵ離脱問題等により、先行きが一層

不透明な状況となってきております。

　このような環境のもと、当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業では、国内生産・海外生産ともにほぼ

前年並みとなり、全体としては総じて堅調に推移いたしました。

　当社グループにおきましては、総力をあげて売上高の伸長に努めるとともに、継続的なコスト抑制を推進し、収益

の維持に努めてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は871億９百万円（前年同四半期比7.5％増）となり、営業利益は32

億32百万円（前年同四半期比19.1％増）、経常利益は31億88百万円（前年同四半期比16.2％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は21億47百万円（前年同四半期比14.8％増）の増収増益となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりです。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの利益の算定方法を変更したことに伴いセグメント利益の

前年同四半期との比較ができないことから、前年同四半期比増減は記載しておりません。

 

（デバイス事業）

　デバイス事業におきましては、電子制御が進む自動車向システムＬＳＩなどの半導体や電子部品の販売及び技術支

援、組込システムのＰＯＣ（概念実証）開発支援や受託開発事業を行っております。

　当第３四半期連結累計期間におきましては、引き続き自動車生産台数が堅調に推移したことによる納入部品の増

加、また先進運転支援システム搭載車両の需要増も継続した結果、デバイス事業の売上高は、705億61百万円（前年

同四半期比3.9％増）、営業利益は21億64百万円となりました。

 

（ソリューション事業）

　ソリューション事業におきましては、ＩＴ機器、計測機器及び組込機器の販売からＩＴプラットフォーム基盤構築

及びＩｏＴシステムの提案に加え、ＦＡシステムや特殊計測システムの設計・製造・販売及び産業用コンピュータの

開発・製造・販売を行っております。

　当第３四半期連結累計期間におきましては、主要顧客企業の設備投資需要や情報化投資需要を的確に捉えるととも

に、ＩｏＴ領域やＡＩ領域等の新規分野へ継続的な提案活動を実施した結果、ＩＴ分野を始めとして各分野において

前期を上回る売上高となり、ソリューション事業の売上高は165億47百万円（前年同四半期比26.3％増）と大幅な増

収となり、営業利益は10億68百万円となりました。

 

EDINET提出書類

萩原電気ホールディングス株式会社(E02828)

四半期報告書

 5/20



（２）財政状態の分析

（資産）

　資産合計は、前連結会計年度末に比べて21億56百万円増加し598億44百万円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて21億71百万円増加し550億31百万円となりました。これは主に、受取手形

及び売掛金が17億43百万円減少しましたが、商品及び製品が31億28百万円及び仕掛品が２億23百万円増加したことに

よるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて14百万円減少し48億13百万円となりました。

 

（負債）

　負債合計は、前連結会計年度末に比べて１億46百万円増加し289億55百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて３億68百万円増加し249億４百万円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金が２億32百万円及び電子記録債務が１億45百万円減少しましたが、短期借入金が５億36百万円及び未払法

人税等が４億92百万円増加したことによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて２億21百万円減少し40億50百万円となりました。

 

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて20億９百万円増加し308億89百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は51.6％（前連結会計年度末は50.1％）となりました。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

（５）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、27百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2019年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可

金融商品取引業協会名
内容

普通株式 9,018,000 9,018,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数は

100株であります。

計 9,018,000 9,018,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2018年10月１日～

2018年12月31日
- 9,018,000 - 4,361 - 3,136

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2018年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

2018年12月31日現在
 

区分
株式数
（株）

議決権の数
（個）

内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 186,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 8,827,000 88,270 －

単元未満株式 普通株式　　　　 4,400 － －

発行済株式総数 9,018,000 － －

総株主の議決権 － 88,270 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式65株が含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義

所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（自己保有株式）

萩原電気ホールディン

グス株式会社

名古屋市東区東桜

二丁目２番１号
186,600 － 186,600 2.07

計 － 186,600 － 186,600 2.07

（注）　自己株式は、全て当社名義となっており、実質的に所有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から2018年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,610 6,560

受取手形及び売掛金 ※１ 30,557 ※１ 28,813

電子記録債権 1,594 1,694

商品及び製品 12,860 15,989

仕掛品 341 565

原材料及び貯蔵品 276 288

その他 622 1,122

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 52,860 55,031

固定資産   

有形固定資産 2,629 2,654

無形固定資産 108 136

投資その他の資産   

その他 2,090 2,022

貸倒引当金 △0 －

投資その他の資産合計 2,089 2,022

固定資産合計 4,828 4,813

資産合計 57,688 59,844

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 11,585 ※１ 11,352

電子記録債務 2,914 2,769

短期借入金 6,582 7,119

1年内返済予定の長期借入金 918 850

未払法人税等 526 1,018

受注損失引当金 11 －

その他 1,997 1,794

流動負債合計 24,536 24,904

固定負債   

長期借入金 3,925 3,750

退職給付に係る負債 119 59

その他 227 241

固定負債合計 4,272 4,050

負債合計 28,808 28,955
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,916 4,361

資本剰余金 4,407 4,861

利益剰余金 20,378 21,615

自己株式 △354 △343

株主資本合計 28,347 30,495

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 388 239

為替換算調整勘定 239 224

退職給付に係る調整累計額 △98 △89

その他の包括利益累計額合計 528 375

新株予約権 3 －

非支配株主持分 － 19

純資産合計 28,880 30,889

負債純資産合計 57,688 59,844
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

売上高 81,030 87,109

売上原価 73,161 78,113

売上総利益 7,869 8,996

販売費及び一般管理費 5,156 5,764

営業利益 2,712 3,232

営業外収益   

受取利息 4 5

受取配当金 15 18

為替差益 21 －

保険解約返戻金 30 0

その他 33 30

営業外収益合計 106 54

営業外費用   

支払利息 30 31

為替差損 － 22

売上債権売却損 37 27

その他 7 16

営業外費用合計 74 98

経常利益 2,744 3,188

特別利益   

固定資産売却益 0 －

子会社清算益 7 －

特別利益合計 7 －

特別損失   

固定資産処分損 1 1

投資有価証券評価損 － 17

投資有価証券清算損 － 0

特別損失合計 1 19

税金等調整前四半期純利益 2,749 3,169

法人税等 880 1,017

四半期純利益 1,869 2,151

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 4

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,869 2,147
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

四半期純利益 1,869 2,151

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 155 △148

為替換算調整勘定 4 △14

退職給付に係る調整額 7 9

その他の包括利益合計 166 △153

四半期包括利益 2,036 1,997

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,036 1,993

非支配株主に係る四半期包括利益 － 4
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、新たに設立した萩原北都テクノ株式会社を連結の範囲に含めております。また、

第２四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社クロスベースを連結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

　なお、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2018年12月31日）

受取手形 11百万円 ５百万円

支払手形 83百万円 76百万円

 

２　当社は、機動的かつ安定的な資金調達枠の確保のため取引銀行３行とコミットメントライン契約を締結しており

ます。これらの契約に基づく四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2018年12月31日）

コミットメントラインの総額 4,000百万円 4,000百万円

借入実行残高 －百万円 －百万円

差引額 4,000百万円 4,000百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

減価償却費 128百万円 127百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年12月31日）

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年５月12日

取締役会
普通株式 365 45.00 2017年３月31日 2017年６月12日 利益剰余金

2017年11月６日

取締役会
普通株式 325 40.00 2017年９月30日 2017年12月８日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月11日

取締役会
普通株式 467 55.00 2018年３月31日 2018年６月11日 利益剰余金

2018年11月９日

取締役会
普通株式 441 50.00 2018年９月30日 2018年12月７日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

デバイスビジネ
スユニット事業

ソリューション
ビジネスユニッ
ト事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 67,927 13,103 81,030 － 81,030

セグメント間の内部売上高

又は振替高
76 14 90 △90 －

計 68,003 13,118 81,121 △90 81,030

セグメント利益 3,148 727 3,875 △1,162 2,712

（注）１　セグメント利益の調整額△1,162百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額

（注） デバイス事業
ソリューション
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 70,561 16,547 87,109 － 87,109

セグメント間の内部売上高

又は振替高
102 92 194 △194 －

計 70,664 16,640 87,304 △194 87,109

セグメント利益 2,164 1,068 3,232 － 3,232

（注）　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（報告セグメントの利益の算定方法の変更）

　第１四半期連結会計期間より、当社グループが持株会社体制へ移行したことにより、セグメント利益の算定方法

を変更しております。これに伴い当社（持株会社）に係る全社費用及び収益を、各セグメントに配賦しておりま

す。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント利益は、全社費用に対する収益が存在せず当該変更後の算定方法

による算出ができないことから、変更前の算定方法に基づき開示しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 230円07銭 245円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
1,869 2,147

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
1,869 2,147

普通株式の期中平均株式数（株） 8,126,481 8,759,053

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 229円96銭 244円92銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百

万円）
－ －

普通株式増加数（株） 3,805 7,706

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第62期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）中間配当については、2018年11月９日開催の取締役会におい

て、2018年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 441百万円

②　１株当たり中間配当金　　　　　　　　　　　　　　50円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　2018年12月７日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年２月８日

萩原電気ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柏　　木　　勝　　広

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　　橋　　敦　　司

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている萩原電気ホール

ディングス株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2018年10月１

日から2018年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、萩原電気ホールディングス株式会社及び連結子会社の2018年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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